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11月24日（水）
午後７時
すこやか共生館
多目的集会室

地域福祉計画
安心して暮らせる
まちづくりのために
「ボランティアとは
　　私達にできること」

国際医療福祉大学
講師
大石　剛史　先生

国際医療福祉大学　
保健医療学部言語聴覚学科
准教授
畦上　恭彦　先生

医療法人　直志会　
メンタルサポートセンター　きらり
施設長
精神保健福祉士
吉田麻理香　先生

医療法人　真生会
富山病院
心療内科部長
精神科医師
明橋　大二　先生

ほっとからすやまケア
サポートセンター所長
認知症ケア専門士
佐藤　智子　先生

子育て

「子育てに大切なもの」

こころの健康をめざして…
「家庭内トラウマ
　（心の傷）の理解」

子育て
「深めよう親子の絆
　育もう地域の子ども」

高齢者福祉
認知症サポーター
養成講座
「この町で共に
　笑顔で暮らそう」

12月18日（土）
午前10時
あじさいホール

１月15日（土）
午前10時
あじさいホール

２月５日（土）
午前10時
わかあゆ保育園
遊戯室

３月５日（土）
午前10時
すこやか共生館
多目的集会室

ボランティアとは何か。私達にできることは何
か。この講演を聞いて、今後の活動のきっかけ
にしてください。

子育ての喜びを実感し、子どもが健やかに成長
できるよう、地域全体で子育てを支援していき
ましょう！

子どものこころと身体を健やかに育てるために
は、基本となるエッセンスがあります。親も子
も自信を持って、安心して生きていくために
は、今が大切です。今からでも大丈夫！見直し
てみましょう、親（大人）の役割。

認知症は誰もが起こりうる可能性があります。
この病気を理解し、認知症の人や家族の応援者
となり、みんなが暮らしやすい『あたたかい地
域』をつくりませんか。この講座に参加し自分
にできることからはじめてみましょう。

子どもは、家族という安全基地から成長し大人に
なっていきます。外部から見えづらい家族の中
で、もし心のトラウマ（傷）が癒されないまま大
人になったら、障害として残ってしまうことも少
なくありません。あなたの家族は大丈夫ですか？

投　票　日　12月５日（日）
告　示　日　11月30日（火）
立候補予定者説明会
　　　日時　11月17日（水）　午後１時30分～
　　　会場　山村開発センター大会議室
立候補者届出事前審査
　　　日時　11月25日（木）　午前９時～正午
　　　会場　那珂川町役場２階会議室
立候補届出
　　　日時　11月30日（火）　午前８時30分～午後５時
　　　会場　那珂川町役場２階会議室
※無投票の場合は、音声告知及びケーブルテレビ文字放
　送にてお知らせいたします。
問い合わせ　那珂川町選挙管理委員会
　　　　　　☎0287－92－1111

那珂川町　馬頭財産区
　　　　　武茂財産区
　　　　　大内財産区
　　　　　大山田財産区
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～一家に一人普通救命士～
普通救命講習を受講しましょう

平成22年度　健康と福祉のセミナー（みんなで幸せに暮らすために…）

生命の危機から家族を守り、地域の中で助け合いの意識をより高めましょう !

　私たちは、いつ、どこで、突然のけがや病気に襲われるのかわかりません。このようなとき、救急車が来
るまでの間、その現場に居合わせた人が心臓マッサージやAED（電気ショック）等の応急手当を実施するこ
とにより、人命救助や症状の悪化を防ぐことができます。
　例えば、救急車到着まで5分の場所で心肺停止状態になり、救急車到着まで何も応急手当をしなかった場合
と、救急車到着まで10分の場所で、すぐに応急手当を開始して救急車を待っていた場合とでは、10分の場所
で応急手当を受けていた人の方が、命の助かる確率ははるかに高くなっています。
　そこで、自分の家族が倒れたとき、少しでも救命の確率を上げるために、一家で一人以上は普通救命講習を
受講してほしいのです。（講習修了者には修了証を交付）

　子どもからお年寄りまで、家族や地域が健やかで温もりに満ちた暮らしができるように、町では下記のとおり、
セミナーを開催します。暮らしの中で迷ったり、悩んだりしたとき、知っていれば、きっと役に立つ講演内容です。
多くの町民の皆さまのご参加をお待ちしています。（問い合わせ：健康福祉課　☎0287－92－1119）

※消防署では団体でも個人でも普通救命講習を開催しますので、多くの受講者を待っています。
　普通救命講習は３時間の講習時間ですが、１～２時間程度の救急法指導（修了証は交付しません）
も実施しています。詳しい内容・相談等は、消防署にお問い合わせ下さい。

　心臓が止まってしまうような重大な事故や
病気は、いつ、どこで、何が原因で起こるかわ
かりません。
　心肺蘇生などの応急手当をしなかった場合、
心停止後３分、呼吸停止後10分で約50％の人
が死亡するといわれています。
　急病人やケガ人が発生した後、119番で救急
車を要請し、救急救命士等の救急隊員が現場に
到着するまで、平成21年の栃木県では、平均
7.7分かかっています。
（平成22年版　栃木県消防防災年報）

　左の図は命のリレー
と言われ、重症の患者さ
んを救命する為に大変重
要な流れです。このうち
どれか一つでも欠けてし
まうと大切な命を救う
チャンスは少なくなって
しまいます。

問い合わせ先　消防馬頭分署　☎０２８７－９２－２８００
　　　　　　　　　小川分署　☎０２８７－９６－２１８８

開催日時・場所 講          演          内          容 講　　師

早い 119番通報
おちついて、はっきりと
119番に通報する

早い応急処置 早い救急処置 早い医療処置
救急車到着前の早い心肺蘇生と
早い除細動

救急救命士等の行う
高度な救急処置

医療機関に
おける医療処置


